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　中心市街地活性化協議会及び計画策定委員会を目標どおり実施しているため達成度は高い。

基本計画事業を実施することを目標とするのではなく、あくまで数値目標を達成することを主眼に置いた事
業展開を行っていけるよう活性化協議会が中心となって調整していく。
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基本計画に盛り込まれた事業を展開することにより、中心市街地
の人口の増、交流人口が拡大し、賑わいが創出される。また基本
計画の数値目標を進行管理することで「絵に書いたもち」で終わ
らないよう推進していく。

　認定を受けたことにより、基本計画策定業務が終了し、
本格的な活性化事業の展開を行っていく。
　活性化の数値目標である、歩行者・自転車通行量、小
売商業の売上高、コミュニティバスの乗降者数の進行管
理を平成24年度まで行っていくとともに、数値目標の達成
に向けて、活性化施策への取組みについても庁内外を問
わず調整を行っていく。
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事業の成果を測る指標

　内閣総理大臣の認定を受けた伊賀市中心市街地活性化基本計画の数値目標を達成するために、活性化事業の推進
し、進行管理を行うことは行政及び中心市街地活性化協議会の責務である。特に、旧基本計画に二の舞にならないよ
う、事業の進行管理は必要不可欠の業務である。

基本計画の認定により、国庫補助金等の優遇措置があることから事業展開の効率性は高い。
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　平成20年11月に内閣総理大臣の認定を受けた伊賀市中心
市街地活性化基本計画について、活性化の目標数値（人口、
店舗数等）達成に向け事業の進行管理を行った。
　また、基本計画における活性化事業を一体的かつ円滑に実
施するために設立された中心市街地活性化協議会の活動に
対して助成を行った。
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　3月末の通行量調査の結果では最終目標値の７割程度であることから、今後一層の事業推進が必要である。
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